
(57)【要約】

【課題】　

氷が生成した壁面の表面から気泡を発生させ、氷を剥離

させる。

【解決手段】　

流体を貯留する貯留槽１の内周面に氷生成壁面２を設置

する。氷生成壁面の内表面８に氷を生成させるため、氷

生成壁面の外表面９にブラインを流す。ブラインは冷却

槽３にて冷却され、ポンプ４によって送り配管５を介し

て冷却流路６を流れ、戻り配管７によって再び冷却槽３

に戻る。ブラインが冷却流路６を流れることで氷生成壁

面２を冷却し、氷生成壁面の内表面８に氷を生成させる

。気泡発生装置１０にて氷生成壁面の内表面８から気泡

を発生させ、氷生成壁面の内周面表面８に生成した氷を

剥離させる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
氷 が 生 成 し た 壁 面 の 表 面 か ら 気 泡 を 発 生 さ せ 、 氷 を 剥 離 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 氷 剥 離 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
水 の 電 気 分 解 に よ り 気 泡 を 発 生 さ せ 、 該 気 泡 に よ り 、 上 記 壁 面 に 生 成 し た 氷 を 剥 離 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 氷 剥 離 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
氷 が 生 成 し た 壁 面 と 、 該 壁 面 と 電 気 的 に 分 離 さ れ た 少 な く と も 一 対 の 導 電 性 材 料 の 間 に 電
界 を 印 加 さ せ る こ と で 水 の 電 気 分 解 を 行 わ せ て 、 気 泡 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ に 記 載 の 氷 剥 離 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
氷 の 生 成 し た 壁 面 を 陽 極 と し て 、 対 向 す る 氷 の 生 成 し た 壁 面 を 陰 極 と し て 電 圧 を 印 加 し 、
該 壁 面 か ら 気 泡 を 発 生 さ せ 、 該 壁 面 よ り 氷 を 剥 離 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 氷 剥 離 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
ブ ラ イ ン が 循 環 す る 冷 凍 装 置 に 接 続 さ れ た ブ ラ イ ン 循 環 系 統 と 、
蓄 熱 流 体 が 循 環 す る 蓄 熱 流 体 循 環 系 と 、
該 ブ ラ イ ン 循 環 系 統 と 該 蓄 熱 流 体 循 環 系 と に 接 続 さ れ 、 該 該 ブ ラ イ ン 循 環 系 統 と 該 蓄 熱 流
体 循 環 系 で 熱 交 換 を す る 伝 熱 部 と 、
電 源 装 置 と
該 ブ ラ イ ン 循 環 系 統 お よ び ／ ま た は 蓄 熱 流 体 循 環 系 に 配 置 さ れ た 該 電 源 装 置 に よ り 印 加 さ
れ る 電 圧 に よ り 電 界 を 発 生 さ せ る 少 な く と も 一 対 の 導 電 部 材 と を 備 え 、
該 電 界 の 発 生 に よ り 該 導 電 部 材 の 表 面 に 気 泡 が 発 生 さ せ 、
該 気 泡 に よ り 、 ブ ラ イ ン 循 環 系 統 お よ び ／ ま た は 蓄 熱 流 体 循 環 系 に 生 成 し た 氷 を 剥 離 さ せ
る こ と を 特 徴 と す る 氷 蓄 熱 装 置
【 請 求 項 ６ 】
ブ ラ イ ン が 循 環 す る 冷 凍 装 置 に 接 続 さ れ た ブ ラ イ ン 循 環 系 統 と 、
蓄 熱 流 体 が 循 環 す る 蓄 熱 流 体 循 環 系 と 、
該 ブ ラ イ ン 循 環 系 統 と 該 蓄 熱 流 体 循 環 系 と に 接 続 さ れ 、 該 該 ブ ラ イ ン 循 環 系 統 と 該 蓄 熱 流
体 循 環 系 で 熱 交 換 を す る 内 表 面 を 有 す る 伝 熱 部 と 、
電 源 装 置 と を 備 え 、
該 電 源 装 置 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 該 伝 熱 部 に お け る 内 表 面 を 陽 極 と し て 、 対 向 す る 内 表 面 を
陰 極 と し 、
該 電 源 装 置 に よ っ て 電 圧 を 印 加 し て 、
該 壁 面 か ら 気 泡 を 発 生 さ せ 、 該 壁 面 か ら 氷 を 剥 離 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 氷 蓄 熱 装 置
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 壁 面 に 生 成 し た 氷 を 剥 離 す る 方 法 に 関 し 、 例 え ば 氷 蓄 熱 装 置 に 好 適 に 可 能 な
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 蓄 熱 媒 体 に 蓄 熱 し 、 熱 交 換 を 行 う シ ス テ ム の 一 種 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ
う に 、 蓄 熱 媒 体 に 氷 を 採 用 し 、 安 価 な 深 夜 電 力 を 利 用 し て 氷 を 製 造 及 び 貯 蔵 し 、 こ の 氷 を
冷 熱 源 と し て 冷 房 や 食 品 の 冷 蔵 な ど に 利 用 す る 氷 蓄 熱 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 氷 蓄 熱 装 置 は 、 氷 を 製 造 及 び 貯 蔵 す る 部 分 と し て い わ ゆ る 氷 蓄 積 槽 を 有 し て お
り 、 こ の 氷 蓄 積 槽 に よ り 上 記 の と お り 氷 を 冷 熱 源 と し て 利 用 す る わ け で あ る が 、 氷 蓄 積 槽
壁 面 に 氷 が 固 着 す る こ と に よ り 、 製 造 し た 氷 の 冷 熱 源 と し て の 利 用 効 率 が 低 下 す る と い っ

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-46863 A 2007.2.22



た 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す べ く 、 公 知 の 技 術 と し て 、 氷 蓄 積 槽 内 に ブ レ ー ド を 配 置 し て 、 こ の ブ
レ ー ド を 回 転 さ せ る こ と で 機 械 的 に 氷 蓄 積 槽 の 壁 面 に 固 着 し た 氷 を 剥 ぎ 取 る 方 法 ま た は 超
音 波 発 振 手 段 を 配 置 し て 、 氷 が 生 成 し た 壁 面 に 超 音 波 振 動 を 加 え て 氷 を 除 去 す る 方 法 が 、
例 え ば 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ４ － ３ ７ ５ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ５ ４ １ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 方 法 で は 、 氷 を 剥 離 す る ブ レ ー ド ま た は 超 音 波
振 動 で 、 氷 蓄 積 槽 壁 面 を 損 傷 さ せ 、 氷 蓄 熱 装 置 の 故 障 を 引 き 起 こ す 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 氷 蓄 積 槽 壁 面 を 損 傷 さ せ ず 、 信 頼 性 が 高 く 、 極 め
て 簡 易 な 方 法 で 、 壁 面 に 生 成 し た 氷 を 剥 離 さ せ る 方 法 お よ び こ の 方 法 を 用 い た 冷 熱 源 の 利
用 効 率 の 高 い 氷 蓄 熱 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 に つ い て 鋭 意 検 討 を 行 っ た と こ ろ 、 氷 蓄 積 槽 に お い て 用 い ら れ る
配 管 の 材 料 に 着 目 し 、 こ れ ら 氷 蓄 積 槽 の 材 料 に 電 気 的 に 分 離 さ れ た 一 対 の 導 電 性 の 材 料 を
採 用 し 、 こ れ ら の 間 に 電 界 を 印 加 さ せ る こ と で 水 の 電 気 分 解 を 行 わ せ て 気 泡 を 発 生 さ せ 、
こ の 気 泡 に よ り 氷 蓄 積 槽 壁 面 に 固 着 し た 氷 を 剥 離 さ せ る こ と が で き る こ と に 思 い 至 っ た 。
こ れ に よ り 氷 蓄 積 槽 内 部 に ブ レ ー ド な ど の 機 械 的 手 段 を 用 い る 必 要 が な く な り 、 氷 蓄 積 槽
を 損 傷 さ せ る 虞 が な く な り 、 冷 熱 源 の 利 用 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 本 発 明 に 係 る 氷 剥 離 方 法 は 、 氷 が 生 成 し た 壁 面 の 表 面 か ら 気 泡 を 発 生 さ せ 、 氷 を
剥 離 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。 さ ら に 、 望 ま し く は 、 水 の 電 気 分 解 を 行 わ せ て 気 泡 を 発 生
さ せ 、 該 気 泡 に よ り 氷 蓄 積 槽 壁 面 に 固 着 し た 氷 を 剥 離 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 氷 剥 離 方 法 、 さ ら に 、 氷 が 生 成 し た 壁 面 の 表 面 と 、 該 壁 面 と 電 気 的 に 分 離 さ れ た 一 対
の 導 電 性 材 料 の 間 に 電 界 を 印 加 さ せ る こ と で 水 の 電 気 分 解 を 行 わ せ て 気 泡 を 発 生 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ 記 載 の 氷 剥 離 方 法 お よ び こ の 方 法 を 用 い た 氷 蓄 熱 装 置 を 提
供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
以 上 、 本 発 明 に よ る と 、 氷 が 生 成 し た 壁 面 の 表 面 か ら 気 泡 を 発 生 さ せ 、 氷 を 剥 離 さ せ る こ
と が で き る の で 、 氷 蓄 積 槽 内 部 に ブ レ ー ド な ど の 機 械 的 手 段 を 用 い る 必 要 が な く な り 氷 蓄
積 槽 を 損 傷 さ せ る 虞 が な く な り 、 冷 熱 源 の 利 用 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る よ う に な る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 （ 以 下 本 発 明 と す る 。 ） に 係 る 氷 蓄 熱 装 置 （ 以 下 本 氷 蓄 熱 装
置 と す る 。 ） に つ い て の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本 氷 蓄 熱 装 置 １ は 、 ブ ラ イ ン の 循 環 流 を 形 成
す る ブ ラ イ ン 配 管 ２ 、 ブ ラ イ ン 配 管 ２ が 形 成 す る 循 環 流 内 に 配 置 さ れ る 冷 凍 装 置 ３ 及 び ブ
ラ イ ン ポ ン プ ４ 、 蓄 熱 流 体 の 循 環 流 を 形 成 す る 蓄 熱 流 体 配 管 ５ 、 蓄 熱 流 体 配 管 ５ が 形 成 す
る 循 環 流 内 に 配 置 さ れ る 熱 交 換 器 ６ 及 び 蓄 熱 流 体 ポ ン プ ７ を 有 し て 構 成 さ れ て お り 、 更 に
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、 ブ ラ イ ン 配 管 ２ が 形 成 す る 循 環 流 路 内 及 び 蓄 熱 流 体 配 管 ５ が 形 成 す る 循 環 流 路 内 に は 、
伝 熱 部 ８ が 接 続 さ れ て お り 、 図 示 は し な い が 、 氷 を 蓄 積 す る 氷 蓄 積 部 が 配 置 さ れ て い る 。
ま た 、 本 氷 蓄 熱 装 置 １ に は 、 氷 蓄 積 部 に 生 成 さ れ る 氷 を 剥 離 す る た め の 電 源 装 置 ９ が 伝 熱
部 ８ に 接 続 さ れ 気 泡 発 生 装 置 １ ０ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 氷 蓄 熱 装 置 １ に お け る ブ ラ イ ン は 、 ブ ラ イ ン ポ ン プ ４ に よ り ブ ラ イ ン 配 管 ２ 内 を 循 環
す る 。 よ り 具 体 的 に ブ ラ イ ン は 、 ブ ラ イ ン ポ ン プ ４ に よ り 生 ず る 循 環 流 に よ り 冷 凍 装 置 ３
に 送 ら れ て 冷 却 さ れ 、 そ の 後 、 伝 熱 部 ８ へ と 送 ら れ て 蓄 熱 流 体 と 適 宜 な 手 段 に よ り 熱 交 換
を 行 い 蓄 熱 流 体 を 冷 却 し 、 蓄 熱 流 体 を 凍 ら せ る 。 な お 蓄 熱 流 体 と 熱 交 換 を 行 っ た ブ ラ イ ン
は 、 再 び 、 冷 凍 装 置 ３ へ と 送 ら れ 、 蓄 熱 流 体 と の 熱 交 換 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 氷 蓄 熱 装 置 １ に お け る 蓄 熱 流 体 は 、 蓄 熱 流 体 ポ ン プ ７ に よ り 生 ず る 循 環 流 に よ り 熱 交
換 器 ６ に 送 ら れ て 吸 熱 し た 後 、 伝 熱 部 ８ へ と 送 ら れ て 、 ブ ラ イ ン と 熱 交 換 を 行 う こ と で 冷
却 さ れ る 。 な お ブ ラ イ ン と 熱 交 換 を 行 っ た 蓄 熱 流 体 は 再 び 熱 交 換 器 ６ に 送 ら れ 、 上 記 の 熱
交 換 を 繰 返 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 明 細 書 に お け る 蓄 熱 流 体 と し て は 、 水 ま た は 水 溶 液 で あ れ ば 特 段 の 制 限 は な い が 、 後 述
の よ う に 、 水 の 電 気 分 解 に よ る 発 泡 さ せ る 観 点 か ら 、 例 え ば 、 電 解 質 が 溶 解 し た 水 溶 液 が
好 適 で あ る 。 ま た 本 装 置 に お け る ブ ラ イ ン と は 冷 凍 装 置 に て 冷 却 し て も 凍 ら な い 程 度 に 低
い 融 点 を 有 す る 水 溶 液 で あ り 、 こ の 機 能 を 有 す る 限 り 限 定 さ れ な い が 、 具 体 的 に は 塩 化 カ
ル シ ウ ム が 溶 解 し た 水 溶 液 が 好 適 で あ る 。 例 え ば 、 蓄 熱 流 体 は ブ ラ イ ン と 配 管 等 を 介 し て
接 す る こ と に よ り 冷 却 さ れ る た め 、 凝 固 点 の 観 点 か ら ブ ラ イ ン の 凝 固 点 は 蓄 熱 流 体 の 凝 固
点 よ り 低 い 方 が 望 ま し い 。 な お 、 熱 交 換 は 、 能 率 、 装 置 全 体 の 大 き さ か ら 、 適 宜 な 手 段 が
選 択 さ れ る 。 上 記 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 の 過 程 を 繰 り 返 す こ と に よ り 熱 交 換 器 を 介 し て 装 置 外 部 と の 熱 交 換 が 可
能 と な る が 、 伝 熱 部 ８ に お い て は 蓄 熱 流 体 の 凝 固 点 以 下 と な る 場 合 も あ り 、 伝 熱 部 ８ に お
け る 蓄 熱 流 体 配 管 ５ の 内 壁 に 氷 が 発 生 す る こ と が あ る 。 こ の 氷 が 発 生 す る と 蓄 熱 流 体 の 流
路 が 氷 に よ り 妨 げ ら れ 、 熱 伝 効 率 の 低 下 を も た ら す 場 合 が あ る 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 伝
熱 部 ８ に お け る 蓄 熱 流 体 配 管 ５ の 内 壁 の 氷 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 に つ い て 、 以 下 に 説 明 す る 。 本 氷 蓄 熱 装 置 １ に お け る 伝 熱 部 ８ の 概 略 を 図 ２ に 示 す
。 図 ２ に 示 す 伝 熱 部 ８ は 、 ブ ラ イ ン 配 管 ２ 及 び 蓄 熱 流 体 配 管 ５ の 一 部 に 形 成 さ れ て 熱 交 換
を す る も の で あ っ て 、 本 実 施 例 に 係 る 伝 熱 部 ８ は 、 内 部 に 蓄 熱 流 体 を 流 す 蓄 熱 流 体 配 管 部
分 ５ １ と 、 こ の 蓄 熱 流 体 配 管 部 分 ５ １ の 外 側 に 配 置 さ れ 、 二 重 管 を 形 成 す る ブ ラ イ ン 配 管
部 分 ２ １ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 図 ３ に 図 ２ の Ａ － Ａ で 切 断 し た 場 合 に お け る 断 面 図
を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 伝 熱 部 ８ に お け る ブ ラ イ ン 配 管 部 分 ２ １ 及 び 蓄 熱
流 体 配 管 部 分 ５ １ の 断 面 は 、 例 え ば 、 四 角 形 状 で あ っ て 、 蓄 熱 流 体 配 管 部 分 ５ １ は 、 対 向
す る 一 対 の 導 電 部 材 ５ １ １ と 、 対 向 す る 一 対 の 絶 縁 部 材 ５ １ ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し
て こ の 一 対 の 導 電 部 材 ５ １ １ は そ れ ぞ れ 電 源 装 置 ９ に 接 続 さ れ て お り 、 電 源 装 置 ９ に よ り
印 加 さ れ る 電 圧 に よ り 、 一 対 の 導 電 部 材 ５ １ １ の 間 に 電 界 を 発 生 さ せ る 。 一 対 の 導 電 部 材
５ １ １ に 電 界 が 発 生 す る と 、 導 電 部 材 ５ １ １ 表 面 に 気 泡 が 発 生 し 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 こ
の 気 泡 に よ り 、 導 電 部 材 ５ １ １ 表 面 に 固 着 し た 氷 を 剥 離 さ せ る こ と が で き る 。 電 源 装 置 ９
は 、 図 ３ に 示 す よ う に 一 対 の 導 電 部 材 ５ １ １ に 電 界 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 限 り 制 限 さ
れ る こ と は な く 、 電 源 装 置 ９ が 印 加 す る 電 圧 も 直 流 、 交 流 の い ず れ で あ っ て も よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ５ は 、 気 泡 発 生 装 置 １ ４ と し て 、 電 圧 電 源 ２ ７ を 用 い た 氷 蓄 熱 装 置 の 例 で あ る 。 電 圧 電
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源 ２ ７ に よ っ て 、 氷 生 成 壁 面 ２ ０ を 陽 極 と し て 、 氷 生 成 壁 面 ２ １ を 陰 極 と し て 電 圧 を 印 加
し 、 図 ４ に 示 す 氷 生 成 壁 面 の 内 表 面 ２ ８ 及 び 氷 生 成 壁 面 の 内 表 面 ２ ９ か ら 気 泡 を 発 生 さ せ
、 氷 を 剥 離 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 氷 蓄 熱 装 置 で は 、 ブ ラ イ ン 循 環 系 統 １ １ は ブ ラ イ ン を 冷 凍 機 １ ５ に て 冷 却 し 、 ポ ン プ
１ ６ に よ っ て 送 り 、 配 管 １ ７ を 介 し て 途 中 で 二 股 に 分 か れ 、 冷 却 流 路 １ ８ 及 び 冷 却 流 路 １
９ の 下 部 に 流 入 さ せ る 。 そ し て 冷 却 流 路 １ ８ 及 び 冷 却 流 路 １ ９ を 上 方 に 流 れ る 過 程 で 氷 生
成 壁 面 ２ ０ 及 び 氷 生 成 壁 面 ２ １ を 冷 却 し 、 そ の 後 、 戻 り 配 管 ２ ２ を 流 れ 冷 凍 機 １ ５ に 戻 し
、 循 環 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
蓄 熱 流 体 循 環 系 統 １ ２ は 、 蓄 熱 流 体 を 恒 温 槽 ２ ３ に て 調 温 し 、 ポ ン プ ２ ４ に よ っ て 送 り 配
管 ２ ５ を 介 し て 氷 生 成 部 １ ３ の 下 部 に 流 入 さ せ る 。 そ し て 蓄 熱 流 体 は 氷 生 成 部 １ ３ を 上 方
に 流 れ る 過 程 で 、 氷 生 成 壁 面 ２ ０ 及 び 氷 生 成 壁 面 ２ １ に て 冷 却 さ れ 、 氷 生 成 壁 面 の 内 表 面
２ ８ 及 び 氷 生 成 壁 面 の 内 表 面 ２ ９ に 氷 を 生 成 す る 。 氷 に な ら な か っ た 蓄 熱 流 体 は 氷 生 成 部
１ ３ の 上 部 よ り 流 出 し 、 戻 り 配 管 ２ ６ を 介 し 恒 温 槽 ２ ３ に 戻 り 、 循 環 さ せ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 利 用 可 能 性 と し て 、 上 記 の よ う に 、 一 つ 目 に 氷 蓄 熱 装 置 が あ る 。 本 発 明 を 利 用 す
る こ と で 伝 熱 抵 抗 と な る 氷 を 剥 離 さ せ る こ と で 効 率 良 く 氷 を 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 二 つ 目 に 流 体 の 輸 送 に お け る 管 内 が 凍 結 し た 場 合 、 流 路 縮 小 及 び 管 破 裂 を 引 き 起 こ す
。 そ こ で 本 発 明 を 利 用 す る こ と で 、 流 路 縮 小 及 び 管 破 裂 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
三 つ 目 に 積 雪 ・ 氷 柱 な ど の 除 去 が で き る 。 建 物 の 屋 根 に 積 も っ た 雪 は 屋 根 表 面 で 融 け て 氷
に な る た め 、 本 発 明 を 利 用 す る こ と で 積 も っ た 雪 表 面 の 氷 を 剥 離 さ せ 、 建 物 の 下 部 に 落 下
さ せ る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 雪 の 重 さ に よ る 建 物 の 負 担 を 軽 減 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 氷 柱 は い つ 落 下 す る か 不 確 か で あ り 、 氷 柱 の 下 部 は 危 険 で あ る 。 そ の た め 本 発 明 に よ
っ て 氷 柱 を 落 下 さ せ る こ と が で き 、 危 険 防 止 に な る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 は 、 壁 面 ま た は
管 の 内 面 に 固 着 し た 氷 を 容 易 に 剥 離 す る こ と が で き る の で 、 広 範 囲 に 実 施 す る こ と が で き
て 、 極 め て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 氷 蓄 熱 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 氷 剥 離 装 置 の 伝 熱 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 氷 剥 離 装 置 の 伝 熱 部 の 横 断 面 図 で あ る
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 氷 剥 離 装 置 の 伝 熱 部 の 発 泡 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 氷 の 氷 蓄 熱 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ … 氷 蓄 熱 装 置
２ … ブ ラ イ ン 配 管
３ … 冷 凍 装 置
４ … ブ ラ イ ン ポ ン プ
５ … 蓄 熱 流 体 配 管
６ … 熱 交 換 器
７ … 熱 流 体 ポ ン プ
８ … 伝 熱 部
９ … 電 源 装 置
１ ０ … 気 泡 発 生 装 置
１ １ … ブ ラ イ ン 循 環 系 統
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１ ２ … 蓄 熱 流 体 循 環 系 統
１ ３ … 氷 生 成 部
１ ４ … 気 泡 発 生 装 置
１ ５ … 冷 却 槽
１ ６ … ポ ン プ
１ ７ … 送 り 配 管
１ ８ … 冷 却 流 路
１ ９ … 冷 却 流 路
２ ０ … 氷 生 成 壁 面
２ １ … 氷 生 成 壁 面
２ ２ … 戻 り 配 管
２ ３ … 恒 温 槽
２ ４ … ポ ン プ
２ ５ … 送 り 配 管
２ ６ … 戻 り 配 管
２ ７ … 電 圧 電 源
２ ８ … 氷 生 成 壁 面 の 内 表 面
２ ９ … 氷 生 成 壁 面 の 内 表 面
５ １ … 蓄 熱 流 体 配 管 部
５ １ １ … 導 電 部 材
５ １ ２ … 絶 縁 部 材
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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